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■チャペルアワー（礼拝）
　本学では建学の精神に直接触れることのできる機会として、授業期間中の昼休みに「チャペルアワー」（礼拝）を行ってい
ます。

白金校舎 横浜校舎
時間
場所 チャペル

12:35～12:55 12:35～12:55
チャペル（出会いの小道とA館の間）

チャペルアワーは短い時間なので教会の礼拝とは少し異なり、以下の形式で行われています。

　オルガン前奏　　　オルガンの演奏を聴きながら心を静めましょう。
＊讃美歌　　　　　　参加者全員で歌います。
＊主の祈り　　　　　イエス・キリストが教えてくださった祈りです。
　聖書朗読　　　　　奨励の主題となる聖書のことばが朗読されます。
　奨励（メッセージ）　聖書のことばに関連したお話です。
　祈祷　　　　　　　奨励者又は司会者によるお祈り。
＊讃美歌（頌栄）　　　参加者全員で歌います。
　オルガン後奏　　　今日のメッセージを振返りながら黙想しましょう。

＊印では起立します。

　奨励（メッセージ）は学院牧師やクリスチャン教職員、友好教会の牧師やクリスチャンの社会活動家などにお願いしていま
す。学問や信仰、聖書から教えられたことや体験談などのお話を聞くことができます。
　時には音楽だけの礼拝、学生によるメッセージなど形式に捉われない礼拝もあります。またクリスマスやイースターなど、
キリスト教の行事のときにはスペシャルプログラムの礼拝も行われています。讃美歌や聖書朗読のときは讃美歌の番号、朗
読箇所のページなど分かりやすくアナウンスします。キリスト教の信仰を持つか持たないかは皆さんの自由です。気軽に参
加してください。
　あわただしい学生生活の中で心を静めたいときなど、ぜひチャペルアワーにお越しください。そして聖書から語られるメッ
セージに耳を傾け、自分と向き合い、神様と向き合う静かなひと時をお過ごしください。
　なお、宗教部主催の活動について知りたい場合は宗教部Webサイトをご覧ください。

チャペルアワー（礼拝）に関することは宗教部で扱っています
白金
横浜
URL http://www.meijigakuin.ac.jp/office/creed/

TEL 03-5421-5218（記念館 2階）
TEL 045-863-2016（チャペル横棟）　
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■授業・試験に関すること
■情報の伝達
　教務部では、学生への公示・告示および必要な事項の伝達は、基本的に在学生用ポータルサイトPort Hepburnにて行い
ます。学生は、自宅または大学のコンピュータ実習室のパソコンにより、1日1回以上、必ずアクセスしてください。Port
Hepburnの見落としにより不都合が生じる場合もありますので、十分な自覚を持って情報収集に努めてください。
　また、学内の掲示板を情報伝達の手段として補助的に使用します。登校の際には、掲示板を必ず確認してください。

URL https://porthepburn.meijigakuin.ac.jp/
　①Port Hepburnへのログイン方法
1 .  Port Hepburn

2 .  学内掲示板

3 .  その他

大学のコンピュータ実習室では、パソコンの初期画面に個人ID・パスワードを入力すれば、Port Hepburnにログイン
できます。自宅からアクセスする場合は、大学Webサイトの在学生のページのメニューを選択するか、上記URLを直
接入力して、ログイン画面を表示させます。

　②Port Hepburnで確認できる事項
⒣定期試験時間割・試験場情報
⒤レポート情報
⒥追試験情報
⒦学科別伝達事項
⒧学生個人宛の連絡事項
⒨交通機関が不通の場合の取扱い
⒩東海地震予知に対する休講措置

　①掲示板の位置

（白金校舎） （横浜校舎）
（ヘボン館）

至正門、バス停
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　②掲示板の種類

　①電話およびメールによる問い合わせ
授業、試験、成績、卒業等に関する電話やメールでのお問い合わせは、間違いが生ずることがあるため、直接教務課窓
口までお問い合わせください。

共通掲示板・学部別掲示板・教職掲示板・教室割掲示板・休講掲示板の 5種類の掲示板があります。

　②携帯サイト　 URL http://mgweb.jp/
、てし際に照参。すまきでがとこるす照参もらか）LRU記上（トイサ帯携の学本、は報情の部一るす達伝でnrubpeHtroP

ユーザー認証が必要な場合があります。ユーザー認証用のIDとパスワードは、学内掲示板等でお知らせします。

⒜教務Web（履修・成績・シラバス）
⒝履修要項・履修の手引き
⒞時間割表
⒟夏季講座・春季講座
⒠教室割・教室変更情報　　
⒡休講情報
⒢補講情報　
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■保証人への成績通知
　各学期の成績発表後、全学生の保証人に対して成績を通知します（ただし、私費留学生入試制度により入学した学生は対
象外)。事情等があり、成績通知書の保証人への成績通知を希望しない学生は、所定の期間内に教務課で手続きをしてくださ
い。申請期間等の詳細はPort Hepburnおよび掲示板にて連絡します。また、保証人の住所等に変更があった場合には、速
やかに届け出てください。

■在日外国人学生の皆さんへ
　本学へ入学した在日外国人学生で、在学中に在留資格を「出入国管理及び難民認定法」に定める「留学」の在留資格に変
更された方は、「住民票」を教務部へ提出してください。
　また、在留資格が「留学」の方は、在留資格と在留期間の確認のため、毎年、住民票を提出していただきます。

授業・試験に関することは教務部で扱っています
白金
横浜
URL http://www.meijigakuin.ac.jp/office/educational/

■科目等履修生
　本学では、特定の授業科目において、選考の上、科目等履修生を受け入れています。詳細は、教務部教職担当に問い合わ
せてください。

科目等履修生に関することは教務部教職担当で扱っています
白金
横浜
URL http://www.meijigakuin.ac.jp/office/educational/

■明治学院大学暴風警報発令等での休講措置基準
　暴風警報の発令や、公共交通機関が不通となった場合の休講措置については、大学公式決定として大学Webサイト、Port
Hepburnなどで発表します。
　休講措置の判断基準は下記のとおりですが、警報の発令や解除の時間、交通機関の不通や開通の時間が明確でない場合や、
交通機関開通後に引き続き混乱が予測される場合もあり、また各校舎独自の特殊な事態が発生する場合もあるため、大学
発表に注意してください。
　休講措置は学生・教職員の安全のために行うものですが、通学の状況によっては各自の判断が必要な場合もありますので、
テレビ、インターネット、携帯電話など各種情報と周辺状況に注意して適切な行動をとってください。
1 ．午前 6時以前に暴風警報発令、あるいは交通機関が不通となった場合
 （1）暴風警報が、東京23区内に発令された場合は白金校舎を、神奈川県東部に発令された場合は横浜校舎を、それぞれ休講
　　とする。
　⑵次の交通機関が不通となった場合

　　横浜校舎は、Aの 2路線が同時に不通の場合休講とする。
　　白金校舎は、Bのうち 3路線以上の交通機関が同時に不通の場合休講とする。

JR路線（ただし、特急電車のみ一部運休などの場合を除く）
A 東海道線（東京小田原間）、横須賀線
B 東海道線（東京小田原間）、横須賀線、中央線、山手線、総武線、京浜東北線

TEL 03-5421-5140（本館 2階）
TEL 045-863-2025（ 1 号館 1階）　

TEL 03-5421-5148（本館 2階）
TEL 045-863-2025（ 1 号館 1階）　
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警報解除時刻または
交通機関開通時刻

授業開始時限
学部・大学院 法科大学院

終日休講

2 ．午前 6時以降に暴風警報が発令、あるいは交通機関が不通となった場合
　⑴午前 6時以降に暴風警報が発令された場合は、警報発令時刻以後の授業は休講とし、授業再開は、上記 1.⑶に準じて取
　　扱う。
　⑵午前 6時以降に上記 1.⑵の交通機関が不通となった場合は、事故などによる一時的なものを除きその時点で全学休講と
　　する。なお、この場合の授業再開は、上記 1.⑶に準じて取扱う。

■「東海地震注意情報」・「警戒宣言」発表時の措置

　大地震に伴う混乱を避け、被害を最小限にとどめるため下記の措置をとります。

6時までに解除・開通の場合
10時までに解除・開通の場合
12時までに解除・開通の場合
12時までに解除・開通しない場合 終日休講

1時限目から開始（通常通り）
3時限目から開始（ 1・ 2時限休講） 
4 時限目から開始（ 1～ 3時限休講） 

1 時限目から開始（通常通り）
4時限目から開始（ 1～ 3時限休講）
5時限目から開始（ 1～ 4時限休講） 

1 ．気象庁から東海地震注意情報または警戒宣言が発表されたら、即刻授業を休講し、学生は帰宅する。
2．注意情報または警戒宣言が解除されるまで、大学は休講とする。
3．休日・早朝深夜に発表された場合は、原則自宅待機とする。

1．午前 5時までに解除の場合……平常授業
2．午前 7時までに解除の場合…… 3（ 4）時限から平常授業
3．正午までに解除の場合………… 6、7（ 8、9）時限平常授業

　注意情報または警戒宣言が解除された場合の授業再開は下記によります。

※（　）内は法科大学院

※ 「警戒宣言」発表時は、「MG DIARY」巻末にある「緊急避難先届出票」を切り離し、最寄りの事務室窓口、守衛所に提
出してから帰宅してください。

※帰宅できない場合は、学生課へ申し出てください。

【重要】安否確認システムについて

　本学では、震災などの大規模災害発生時に学生の皆さんの安否状況を確認するために「安否確認システム」を運用してい
ます。例えば地震の場合、東京都内または神奈川県内で「震度5強」以上が記録されると、直ちに大学から安否確認の電子
メールが自動送信されますので、必ず返信してください。
　この安否確認メールは
　　・皆さんが大学（教務部）に届け出た、個人のメールアドレス
　　・大学から皆さんに付与している、学籍番号によるメールアドレス　
の両方に宛てて送信されますが、返信はどちらか一方のアドレスからだけで構いません。
　個人のメールアドレスを変更された方は、速やかに教務Webより修正をおこなってください。

安否確認システムに関するお問い合わせ先は学生課
です。
白金
横浜
URL http://www.meijigakuin.ac.jp/gakusei/

TEL 03-5421-5155（本館 1階）
TEL 045-863-2030（ 1 号館 1階）　

個人のメールアドレスの届け出・変更に関するお問い合わせ先
は教務部学務担当です。
白金
横浜
URL http://www.meijigakuin.ac.jp/office/educational/

TEL 03-5421-5147（本館 2階）
TEL 045-863-2024（ 1 号館 1階）　

　⑶上記⑴の警報が解除の場合、また上記⑵の交通機関が開通の場合の取扱いは、以下のとおりとする。
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■「不正行為」懲戒基準のガイドライン

懲戒の種別 級
等 懲戒の内容 懲戒に付帯する措置 該当する者

本学学生としての身分
を取り消す

当該年度の全履修科目の登録を抹消
する

他人に受験を依頼した者、あるいは
他人に依頼されて受験した者、再度
の不正行為を行った者、またはこれ
と同等とみなされる不正を行った者

停

学

本学学生として有する
権利を期間を定めず停
止する

① 当該科目の当該年度（半期科目は当
該学期）の成績評価を「評価不能（失
格）」とする
② 当該学期の上記を除く全履修科目
について、成績評価を 0点とする

当該科目の当該学期の成績評価を 0

期の成績評価を 0点とする

他人に依頼されて受験した者のうち
情状酌量の余地が認められる者、ま
たはこれと同等とみなされる不正を
行った者

有期停学

退　　学 1

無期停学 2

3

4

5

本学学生として有する
権利を 3ヵ月までの期
間を定めて停止する
ただし、停学期間は次
年度にわたらないもの
とする

同　上

譴　　　責

について、成績評価を 0点とする

① 当該科目の当該年度（半期科目は当
該学期）の成績評価を「評価不能（失
格）」とする
② 当該学期の上記を除く全履修科目

使用を許可されていない資料等を所
持または使用した者、またはこれと
同等とみなされる不正を行った者
事例
1 ．カンニング・ペーパーの用意ま
　　たは使用
2 ．答案の交換
3 ．使用が許可されていない文献等
　　の使用や貸借
4 ．使用が許可されている文献等の
　　授業科目担当者による了解の無
　　い貸借
5 ．机、学生証、所持品、壁等への
　　解答およびそれに類するものの
　　書き込み
6 ．解答の盗み見
7 ．声、動作等による解答の伝達、
　　その受信
8 ．携帯電話等の使用

① 当該科目の当該年度（半期科目は当
該学期）の成績評価を「評価不能（失
格）」とする
② 当該学期の定期試験実施科目の上
記を除く全科目について、当該学

上記と同様の不正行為を行った者の
うち、情状酌量の余地が認められる
者

不正な行為に対し譴責
し、反省を求める 点とする

試験監督者の指示に従わなかった者、
またはこれと同等とみなされる不当
な行為を行った者

注：本ガイドラインは、「定期試験」と「追試験」に適用するが、「レポート」「再試験」「平常試験」にも準用するものとする。
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■学生生活の基本ルールおよび注意事項
　大学は社会的存在です。また大学自体もひとつの社会です。そこには当然守るべきルールがあります。良識をもって行動
してください。なお、学生生活全般を通して相談事がありましたら、まず学生課の窓口をおたずねください。

■学内での遵守事項
　以下の行為は、如何なる事由があっても禁止となっていますので注意してください。
①指定場所以外での喫煙、歩行喫煙、未成年者の喫煙（学内は完全に分煙です）
②授業中、試験中、図書館や各窓口での携帯電話利用（電源はOFFで）
③許可されていない球技やスケートボード等の危険行為および火気使用
④許可されていない物品販売、募金、アンケート調査、署名活動
⑤飲酒（学外での未成年者の飲酒を含む）
⑥許可されていない政治的活動、勧誘ならびに宗教活動

⑧学則に反する行為、その他良識に欠ける行為
⑦門限外の構内残留（校舎毎の門限時間：白金校舎 7時から23時、横浜校舎 7時から21時）

■自動車・バイク・自転車による通学

■登下校時のマナー
　横浜校舎では、大学と戸塚駅間の路線バスや徒歩通学のマナー（広がって大声で話しながら歩く、歩き煙草、ごみのポイ
捨て等）について近隣住民からの苦情や正門傍のセブンイレブン駐車場での無断駐車・駐輪が大きな問題となっています。
　また、帰り道は暗い場所も多いため人通りの少ない暗い道を避け、なるべく路線バスを利用し下校してください。
　白金校舎では、校舎周辺のバイクや自転車の駐輪が問題となっています。この様な迷惑行為は絶対に行わないようにして
ください。

新入生必読

【自動車通学】
　白金校舎、横浜校舎ともに禁止です。怪我や身体に障害がある場合、クラブで荷物を運搬する場合などは事前に学生課へ
相談（申請）してください。
【バイク通学】
　白金校舎：禁止です。
　横浜校舎：公共交通機関による通学が著しく困難な学生で、大学主催の講習会に参加し一定条件を満たしている者に対し
　　　　　　許可します。学内に設けられている駐車場を利用することができます。なお、１年毎の更新が必要です。
【自転車通学】
　白金校舎：禁止です。
　横浜校舎：届け出制により許可しています。５号館下駐輪場の守衛に学生証を提示し、手続きをしてください。
※本学学生が運転する自転車やバイクが歩行者・乗用車と接触する事故が増加しています。事故に備え、傷害保険に加入
　してください。傷害保険については各校舎の明治学院サービス・明治学院生協で取り扱っています。
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■100円急行バスの運行について
　横浜校舎では、下校時の通学路の混雑を解消し、地域住民の方への配慮を徹底するため、明治学院大学南門を出発して明
治学院大学正門に止まるだけで戸塚駅に到着できる100円急行バスを運行しています。

　220円の特割回数券 6枚つづり（本来1,320円）を600円で購入できます。乗車して現金で支払うと220円ですが、特割回数
券を購入すると実質100円で乗れます。
　利用可能時間帯：明治学院大学南門発急行バス・午後 7時以降の一般路線バス（戸塚駅行）に乗車する場合に利用できます。

【急行バスの概要】
　利用可能期間：授業開講日・試験期間のみ（土休日除く）
　利 用 区 間：明治学院大学南門➡正門➡戸塚駅の片方向限定
　急行バス停留所：明治学院大学正門の停留所は一般路線バスと同じです。明治学院大学南門の停留所は一般路線バスの停
　　　　　　　　　留所の手前です。
【特別回数割引券について】

。いさだく認確ごてに表ヤイダ用帯携るいてし布配てに課理管浜横、所衛守門南、所衛守門正はていつに細詳※
）要必が示提の証生学（。すまいてし売販てにータンウカトーポサ館C・舎校浜横、は券数回割特※

■学生掲示板
　両校舎とも自由に利用できる学生掲示板がありますので責任者を明記したうえで掲示をしてください。
　詳細は「ポスター・ビラ・立看板による広報活動の取扱内規」（P.74・75）を参照してください。

■郵便物取次、電話の呼出照会
　公認学生団体の郵便物（代引・着払は不可）は、学生課で取り次ぎます。学生個人郵便物は取り扱いません。また、緊急を
要する用件以外の電話による呼び出しや取り次ぎは行っていません。個人情報保護法により、学生個人の情報（住所 ・電話・
保証人情報等）に関する問い合わせについては一切応じていません。  

■盗難

■拾得物・遺失物
【拾得物】
　学内で落とし物を拾得したときは、学生課（学生課窓口時間外は守衛所）に届け出てください。学生課では以下のように取
り扱っています。

所有者がわかる場合 電話連絡またはメール送信、Port Hepburnで連絡（横浜校舎では掲示板でも呼出をします）
所有者が不明の場合 学生課の遺失物ロッカーで 3ヵ月間展示（貴重品は展示とは別に保管します）

【遺失物】
　学内で品物をなくしたときは、学生課に申し出てください。同様のものが届けられた場合に連絡をします。

学生課で保管のもの 学生証を持参のうえ、受け取り
大学が警察へ届けたもの 学生課で「拾得物返還申出書」を受け取り警察へ

　白金校舎・横浜校舎の部室、食堂、図書館、学生ラウンジ、体育館等で盗難が多発しています。わずかな時間でも気をつける
こと。貴重品は必ず身につけ、バッグやカバン等から目を離さないようにしてください。盗難に遭ってしまったら近くの警
察（派出所可）に被害届を出し、学生課へ報告してください。
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■一人暮らしの防犯対策
　一人暮らしに限らず、現代社会では様々な危険やトラブルがいつ起こるか分かりません。自分だけは安全と考えることは
間違いです。いつでもどこでも事件事故と隣り合わせだと思ってください。

　横浜校舎　神奈川県警戸塚警察署　045-862-0110
　神奈川県警察　防犯のポイント　　http://www.police.pref.kanagawa.jp/mes/mesd0095.htm
　白金校舎　警視庁高輪警察署　　　03-3440-0110
　警視庁　　　　安全な暮らし　　　http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/anzen/sub0.htm

うましてれ入に屋部で売販問訪。とこるけ掛をンーェチに前るけ開をアド、し認確ず必でプーコスアド。意注はに者訪来②
と断りにくくなってしまいます。チェーンを掛けたまま応対し、不要ならはっきり断ってください。

に人友ず必、はどな合場たっなく遅がり帰で動活ブラクやトイバルア。すで禁厳はき歩りとひの道夜い暗。意注の時出外③
送ってもらうかタクシーを利用してください。部屋に入る直前には、付近に誰もいないことを確認してください。何かあ
れば、大声で助けを求めることが得策です。

。いさだくてし談相に軽気。すまいてっ行をし出し貸のーザブ犯防、はで所衛守各と課生学④

【校舎付近の警察署】

■大学生を取り巻く様々な誘惑
　大学生をターゲットとしたカルト宗教、悪徳商法、違法薬物など現代社会には様々な誘惑が氾濫しています。楽しそうな
サークル活動や巧みな勧誘で安易に個人情報（携帯番号・メールアドレス）を教えてしまった結果、思わぬトラブルに巻き込
まれてしまうことがありますので、十分に注意してください。
①注意すべき宗教団体
　社会的に問題とされている教団として、統一教会・原理研究会（CARP）、摂理、オウム真理教は、多くの被害者を出して
いる宗教団体です。
　その他、しつこい勧誘活動などで社会的に問題視されている宗教団体も数多く存在します。本学学内でも過去多くの事例
があり、学生から苦情や相談を受けています。コンサートやクラブ活動、食事への誘いなど巧みに誘い込むのが特徴です。
初めは宗教的なことはなにも話題にならず、参加しているうちに徐々に誘い込まれます。おかしいと思ったらすぐに学生課
に相談してください。
　明治学院大学は、「全国カルト対策大学ネットワーク」に加盟しています。

②悪徳商法
　訪問販売、携帯電話を利用したオンライン情報サービス、アポイントメントセールス（電話で勧誘し、後日会う約束を強
要するもの）、キャッチセールス、SF商法・催眠商法（宣伝講習販売）、通信販売、マルチ商法、電話勧誘販売、送りつけ商
法（ネガティブ・オプション）、内職副業商法等様々な悪徳商法が蔓延しています。このような学生を狙う悪徳業者は、巧妙
な手口を使って個人情報を聞き出したり、契約を結ばせます。知らないうちに自分が悪徳商法の一員になり友人を誘ったり
してしまいます。「クーリングオフ制度」を利用する、または消費者センターや学生課へ相談するなどしてください。

　東京都消費生活総合センター　　03-3235-1155
　http://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.jp/center/
　かながわ中央消費生活センター　045-311-0999
　http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f100356/
　横浜市消費者生活総合センター　045-845-6666
　http://www.yokohama-consumer.or.jp/
　国民生活センター　0570-064-370
　http://www.kokusen.go.jp/

【消費者センター】 【クーリングオフできる期間の例】

電話勧誘販売、訪問販売（キャッチセールス、
アポイントメントセールス含む）、特定継続的
役務提供（エステ等）
連鎖販売取引（マルチ商法）、業務提供誘引販
売取引（内職商法）

クーリングオフの可能な期間内に販売会社に書面で通知
（期間には契約書面を受け取った日を含める）

▼
支払った代金は全額返金される

8日間

20日間

①外出時はもちろん、在宅時（特に就寝時）も戸締り（施錠）はきちんとすること。二重ロックは必ず付けましょう。窓、ベラン
　ダにも鍵をかける習慣をつけてください。また、ベランダに干す洗濯物で、外から女性の一人暮らしかどうかがわかってし
　まいます。洗濯物はなるべく室内に干しましょう。
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③違法薬物・危険ドラッグ

　文部科学省「薬物のない学生生活のために」
　http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/22/03/1291383.htm

この記述に関することは学生課で扱っています
白金
横浜
URL http://www.meijigakuin.ac.jp/gakusei/

TEL 03-5421-5155（本館 1階）
TEL 045-863-2030（ 1号館 1階）

　大学生による大麻の不正栽培や乱用事件が発覚しマスコミでも大きく取り上げられています。このような違法薬物を使用
することは、大麻取締法・覚せい剤取締法・薬事法等に違反し犯罪となります。また心身に大きな影響を及ぼし、常習化や
死亡事故につながることもあります。軽い気持ちで一度始めてしまうと一生を台無しにしてしまいます。社会問題の元凶と
なる大麻やその他違法薬物(いわゆる‶危険ドラッグ"の類を含む)については、周りからの誘惑などに負けず、使用や取引な
ど、絶対に行わないでください。
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■ハラスメントの防止
　本学では、ハラスメント防止宣言を定め、ハラスメントに毅然とした態度で臨んでいます。そのために、ハラスメント人
権委員会とハラスメント相談支援センターを設け、キャンパスにおけるハラスメントの防止と解決に努めています。

■ハラスメント防止宣言
セクシュアル・ハラスメント防止宣言」を作成し、「セクシュアル・ハラスメント人権委員会」を

設置して、セクシュアル・ハラスメント
を含むハラスメント全般に対処し、防止していくために、2011年「明治学院大学　ハラスメント防止宣言」を発します。

＊ 1

＊1 ＊2

＊3

＊ 2

＊ 3

　本学では、1998年に「明治学院大学
防止に取り組んできました。さらにその理念を発展させ、アカデミック・ハラスメント やパワー・

ハラスメント

　明治学院大学は、全ての学生および教職員が個人として尊重され、たがいの信頼のもとに勉学や課外活動、そして研究、
業務にいそしむことができるような環境を作り、これを維持していくことをなにより重要と考えています。ハラスメントは、
個人の尊厳を侵害し、相互信頼を損なう行為であり、キリスト教の建学の精神にもとるのはもちろん、学問と言論の自由を
おびやかし、教育・研究の場、就業の場としての大学の存立そのものを危うくするものとして許すことができません。
　そのため、本学では「ハラスメント人権委員会」と「ハラスメント相談支援センター」を設けて、ハラスメント防止のた
めの啓発活動を行い、学生・教職員の相談に真摯に応じ、ハラスメントには毅然とした態度で臨むことを宣言します。

　　 意図しているかどうかに関わらず、相手に性的に不快と思われる言動で人格を傷つけること。
セクシュアル・ハラスメント

アカデミック・ハラスメント

パワー・ハラスメント
　　 研究教育の場で、優位な立場にある者が不適切な言動や指導を行うことで、学習研究環境を悪化させること。

　　 職場で優位な立場にある者が不適切な言動や指導を行うことで、就労環境を悪化させること。

■ハラスメント人権委員会
　ハラスメント人権委員会は、本学におけるハラスメントの発生を未然に防ぎ、大学で共に過ごすすべての人が快適に学習・
研究・就労することができる環境を整えるために、講演会、シンポジウム、パンフレットの配布などの啓発活動を行います。
　また、ハラスメント人権委員会の委員は「ハラスメント相談員」として、ハラスメントに関する相談に応じます。

URL http://www.meijigakuin.ac.jp/office/jinken/

Ⅱ
学
生
生
活

149



Ⅱ

活
生
生
学

ハラスメントの解決

○ハラスメント相談支援センター

○ハラスメント相談員
  2016年度のハラスメント相談員の氏名、連絡先はPort Hepburnに掲出します。

白金
相談予約用メールアドレス：jinkens@mguad.meijigakuin.ac.jp
TEL 03-5421-5212（本館 9階）

TEL 045-863-2218（ 1号館 1階）

開室時間：10:00～17:00

開室時間：10:00～17:00
開室曜日：月・水・金

横浜
相談予約用メールアドレス：jinkeny@mguad.meijigakuin.ac.jp
開室曜日：月・火・金

秘密の厳守／相談者・証言者たちの保護
　相談およびその内容はすべて厳重な秘密扱いとなります。「ハラスメント相談支援センター」の専門相談員や、「ハラス
メント相談員」は、任期中も退任後も、相談員として知りえた情報を他に漏らすことはけっしてありません。　
　また、ハラスメントについて相談をしたり、事実の調査で証言等をした学生や教職員は、いかなる形態であれ不利益を受
けることはけっしてありません。万一不利益を受けた場合は、ハラスメントの被害を受けたときと同様の手続で、相談員に
相談することができます。

■

ハラスメントについての相談先■

　ハラスメント人権委員会およびハラスメント相談支援センターは、相談者の希望を聞きながら、個人の状況に応じた様々
な方法により、安心して学び、働くことができる環境の回復をはかります。

ハラスメントについての相談■
　ハラスメントの被害を受けたと思う学生や教職員は、「ハラスメント相談支援センター」の専門相談員や、教職員が担当
する「ハラスメント相談員（人権委員会の委員）」のだれにでも、あなたが相談しやすい人に、メールや電話で日時を予約し
たうえで、いつでも相談することができます。ハラスメントにあたるかわからない、あるいはハラスメント人権委員会への
申立てや、相手への処分までは望んでいない場合でも、困っていることがあれば、解決方法を一緒に考えますので、ひとり
で悩まずに、まずはご相談ください。
　この相談は、ハラスメントの直接の被害者だけではなく、ハラスメントを不快に思う、あるいは被害を受けている人から
相談された学生や教職員によっても行うことができます。また、すでに卒業、あるいは退職した人も、在学・在職中の被害
について同様の相談をすることができます。

URL http://www.meijigakuin.ac.jp/campuslife/campuslife/hcsc/

■
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